
五
木
村
議
会
だ
よ
り

2
0
1
3（
平
成
2
5
年
）4
月
3
0
日
発
行

小
・
中
見
知
り
遠
足
  4月

12日
小
・
中
見
知
り
遠
足
  4月

12日
お
い
し
い
手
作
り
弁
当

お
い
し
い
手
作
り
弁
当

題
字
：
尾
方
　
芳
郎
氏

（もくじ）

・
平
成
25年

度
一
般
会
計
予
算
28億

7千
万
円
 …
…
…
…
…
2～
4

・
さ
ら
な
る
努
力
を
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

・
開
所
１
年
を
迎
え
た
五
木
の
友
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

・
公
共
事
業
は
（
一
般
質
問
） 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8～
15

・
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17



いつき議会だより　No.104

平成25年4月30日発行
2

3月定例会

（歳出）　　　　　　　　　　（単位：万円）
款 本年度予算額 構成比

 １　議 会 費 6,283.3 2.2
 ２　総 務 費 53,071.9 18.5
 ３　民 生 費 28,676.9 10.0
 ４　衛 生 費 13,255.0 4.6
 ５　農林水産業費 40,879.5 14.3
 ６　商 工 費 34,060.9 11.9
 ７　土 木 費 39,414.1 13.8
 ８　消 防 費 6,755.2 2.3
 ９　教 育 費 15,243.0 5.3
10　災害復旧費 13,114.6 4.6
11　公 債 費 35,525.0 12.4
12　予 備 費 200.0 0.1

歳　出　合　計 286,479.4 100.0

（歳入）　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
款 本年度予算額 構成比

 １　村　　　　　　　　税 19,138.9 6.7
 ２　地　方　譲　与　税 3,800.1 1.3
 ３　利 子 割 交 付 金 22.0 0.0
 ４　配 当 割 交 付 金 7.4 0.0
 ５　株式壌渡所得割交付金 3.0 0.0
 ６　地方消費税交付金 1,140.0 0.4
 ７　自動車取得税交付金 630.0 0.2
 ８　地 方 特 例 交 付 金 1.0 0.0
 ９　地　方　交　付　税 109,060.8 31.8
10　交通安全対策特別交付金 20.0 0.0
11　分担金及び負担金 1,406.8 0.5
12　使用料及び手数料 940.9 0.3
13　国　庫　支　出　金 30,580.9 10.7
14　県　　支　　出　　金 100,219.3 35.0
15　財　　産　　収　　入 3,532.1 1.2
16　寄　　　附　　　金 5.1 0.0
17　繰　　　入　　　金 150.1 0.1
18　繰　　　越　　　金 5,000.0 1.7
19　諸　　　収　　　入 1,151.9 0.4
20　村　　　　　　　　債 9,670.0 3.4

歳　入　合　計 286,479.4 100.0

一般会計28億7千万円 　 （総額34億7千万円） （総額34億7千万円）

財源依存率 93％

※構成比…小数点第２位四捨五入

　決まる

村税
（6.7％）

地方譲与税
（1.3％）

地方消費税交付金
（0.4％）
自動車取得税交付金

（0.2％）

地方交付税
（31.8％）

歳 入

分担金及び負担金
（0.5％）

使用料及び手数料
（0.3％）

国庫支出金
（10.7％）

県支出金
（35.0％）

財産収入
（1.2％）

繰入金
（0.1％）諸収入（0.4％）

繰越金
（1.7％）

村債
（3.4％）

総務費
（18.5％）

民生費
（10.0％）

衛生費
（4.6％）

農林水産業費
（14.3％）商工費

（11.9％）

土木費
（13.8％）

消防費
（2.3％）

教育費
（5.3％）

災害復旧費
（4.6％）

歳 出

公債費
（12.4％）

議会費
（2.2％）

予備費
（0.1％）
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3月定例会

こんな
ことが

決まり
ました

　平成25年第１回定例会が３月11日から19日までの会期で開催。「同文議決案件2件」、「条例の制
定案件7件」、「条例の一部改正案件6件」、「字の区域変更案件1件」、「村道の廃止案件1件（4路
線）」、「村道の認定案件1件（19路線）」、「工事請負変更契約案件1件」、「平成24年度補正予算
案件6件」、「平成25年度当初予算案件10件」、「議員提案案件2件」並びに追加提案の「工事請負契
約案件4件」、「人事案件1件」の合計42件を原案どおり可決しました。また、一般質問は8人の議員
が質問しました。

平成25年度特別会計当初予算集計表　　　　（単位：万円）

会 計 別 予　算　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 19,066.7

ダ ム 対 策 事 業 特 別 会 計 25.2

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 14,181.1

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1,459.0

介 護 保 険 特 別 会 計 19,549.5

代 替 地 上 下 水 道 特 別 会 計 1,184.7

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2,180.5

墓 地 公 園 特 別 会 計 24.0

情 報 通 信 事 業 特 別 会 計 2,603.9

計 60,274.9

一般会計28億7千万円一般会計28億7千万円 　 （総額34億7千万円） 　

主な事業は
　下谷地区簡易給水施設改修設計委託……4,450 万円
　瀬目地区簡易給水施設改修事業…………3,000 万円
　葛の八重地区簡易給水施設改修事業……1,865 万円
　村道出ル羽線道路改築事業………………4,100 万円
　村道白岩戸線道路改築事業………………4,500 万円
　歴史文化交流館整備事業設計委託………3,350 万円

平成 24 年度一般会計補正予算（第７号）で
4億１,９００万円の増額（国の緊急経済対策による）

平成25年度当初予算　
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雇用の場を創り出せ雇用の場を創り出せ
企業立地促進条例を制定企業立地促進条例を制定

平成25年度主要施策平成25年度主要施策

○生活の質の向上のための施策
　村道鶴線道路改良事業
　村道折立線改良事業

２「ふるさと五木村づくり計画」（ソフト）
　　（３４１, １２９千円）

１「五木村生活再建計画」（ハード）
　　（５１７, １４１千円）

３「その他計画又単独事業」
　　（１８７, ６８０千円）

○働く場づくりの施策
　特産品開発・販路拡大
　椎茸生産施設・設備整備事業

○暮らしづくりの施策
　移住定住支援
　食の自立支援事業（高齢者給食サービス）

○人づくりの施策
　子ども夢創造芸術文化イベント事業
　住民向け地域伝統芸能保存事業

○暮らしづくりの施策
　生活交通対策の充実
　地耤調査

○人づくりの施策
　　特別支援教育支援事業

３月定例会で制定された条例の制定７件は下記のとおりです。
　●五木村企業立地促進条例
　●新型インフルエンザ等対策本部条例
　●指定地域密着サービスの事業の人員、整備及び運営に関する条例
　●指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する条例
　●水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準関係条例
　●村道の構造の技術的基準に関する条例
　●村道に設ける道路標識の寸法に関する条例

《採　　決》
　提案された議案の内、反対があったのは村道の認定案件です。その案件は水没予定地にある旧国道に接
続する道路を改修した上で村に移管し認定する。としたもので、村長が道路及び防護柵、側溝などの改修
を終えた上でないと供用しない。と説明があり採決の結果、賛成８、反対１で可決しました。その他の議
案は全会一致で可決成立しました。

　議会でも重要課題としている雇用の場の確保と創出のため、今回、「企業立地促進条例」が可決成立しました。
その内容については村内に企業の誘致、立地を促進するため奨励措置（固定資産税の減免）、便宜の供与（事業用
地、用水、道路など）を図る条例です。
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さらなる努力をさらなる努力を!!!!

人口
（人）

平成 23 年度
国勢調査

議員
定数
（人）

議員報酬（円）※1 委員会年間開催日数
（平成 23 年 7月 1日～平成 24 年 6月 30 日）

議長 副議長 議員 全　員
協議会

常　任
委員会

議会運営
委員会

特　別
委員会 計

錦 町 11,075 14 302,600 250,100 227,300 12 34 9 28 83

あさぎり町 16,644 16 316,000 261,000 237,000 16 25 4 13 58

多 良 木 町 10,554 14 310,000 255,000 232,000 15 32 13 19 79

湯 前 町 4,375 11 298,000 246,000 225,000 10 24 10 0 44

水 上 村 2,405 10 295,100 243,300 221,400 9 7 4 3 23

相 良 村 4,934 11 281,000 232,000 211,000 0 13 6 5 24

山 江 村 3,681 10 289,000 238,000 216,000 9 5 9 8 31

球 磨 村 4,249 11 298,000 245,000 223,000 7 1 9 5 22

五 木 村 1,205 10 (227,000)
284,000 

(187,000)
234,000

(170,000)
213,000 20 15 4 25 64

※1　五木村の上段（　）は、成果報酬制度導入中の定額報酬額。下段は、平成25年4月1日から

　

議
員
自
ら
五
木
村
の
危
機
的
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
議
会
改
革
の
一
つ
と

し
て
、
平
成
22
年
4
月
、
議
員
成
果
報

酬
制
度
を
導
入
し
議
会
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
制
度
運
用
上
の
問
題
や
各

議
員
の
意
見
の
相
違
等
も
あ
り
、
平
成

24
年
12
月
定
例
会
に
て
、
こ
の
制
度
を

廃
止
し
、
平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
議

員
報
酬
を
制
度
導
入
前
の
額
に
戻
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
議
員

も
真し

ん
し摯
に
反
省
を
し
て
お
り
、
村
民
の

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
お
詫
び

す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
五
木
村
の
再

建
と
村
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
し
て
い

く
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
成
果
報
酬
制
度
を
廃
止
す
る

協
議
の
中
で
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
も

議
論
し
ま
し
た
が
、
他
の
町
村
に
な
い

課
題
な
ど
山
積
し
て
お
り
、
現
定
数
に

て
努
力
し
、
今
後
も
議
論
し
て
い
く
こ

と
と
し
、
下
記
事
項
を
重
点
に
議
会
改

革
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

記

１
．
議
会
活
動
を
村
民
に
ご
理
解
い
た
だ

　
　

け
る
よ
う
広
報
に
努
め
る
。

２
．
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
意

　
　

見
を
反
映
し
た
最
善
の
定
数
を
検
討

　
　

す
る
。

３
．
毎
定
例
会
閉
会
後
に
反
省
等
を
含
め
、

　
　

議
会
活
動
の
向
上
と
村
づ
く
り
に
努

　
　

め
る
。

４
．
議
会
報
告
会
と
各
種
団
体
と
の
意
見

　
　

交
換
会
を
開
催
し
、
村
民
と
の
対
話

　
　

に
努
め
、
村
民
の
意
見
を
村
政
へ
反

　
　

映
し
て
い
く
。

議 

会 

改 

革

採決の様子

球磨郡町村議会実態調査（第 58 回全国町村議会実態調査より抜粋）※平成 24 年 7 月 1 日現在

項目

町村名
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平
成
24
年
４
月
１
日
に
開
所
し
た
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
「
五
木
の
友
」
が
、
初
め
て
本
村
に
民
間
介

護
施
設
と
し
て
開
所
さ
れ
１
年
を
経
過
し
た
。
施
設

の
現
状
把
握
と
、
議
会
と
し
て
何
ら
か
の
手
助
け
は

な
い
か
、
職
員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

・
入
所
登
録
定
員
25
名
に
対
し
、
現
在
登
録
者
12
名
で

　
金
曜
日
が
最
大
12
名
で
あ
る
。（
う
ち
泊
ま
り
が
４
名
）

・
当
初
よ
り
は
利
用
者
が
増
え
て
き
て
お
り
、
ス
タ
ッ

　
フ
も
自
分
た
ち
の
仕
事
と
し
て
実
感
し
て
い
る
。

・
介
護
の
度
合
い
に
よ
り
、
１
ヶ
月
の
自
己
負
担
額
が

　
違
う
。（
要
支
援
１
：
４,
４
６
９
円
〜
要
介
護
５
：
２
８,

　

１
２
０
円
）

・
宿
泊
費
は
１
泊（
個
室
）で
１,
３
０
０
円
の
個
人
負

　
担
が
必
要
で
あ
る
。

・
そ
の
他
自
己
負

　

担
と
し
て
（
朝

　

食
、昼
食
、夕
食
、

　
お
む
つ
、
衛
生
費

　

等
）

・
利
用
者
の
た
め
に

　

も
家
庭
的
な
施

　
設
を
目
指
し
、
屋

　

外
に
も
出
て
い

　

く
よ
う
に
し
て

　
い
る
。

・
利
用
者
１
名
に
付

　
き
、
３
名
の
職
員

　
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ
・
収
支
的
に
は
ど
う
か
。

Ａ
・
介
護
報
酬
は
、２
ヶ
月
遅
れ
の
収
入
に
な
る
。（
月

　
　

平
均
２
０
０
万
円
程
度
）

Ｑ
・
か
か
り
つ
け
の
病
院
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
・
基
本
的
に
は
五
木
診
療
所
で
あ
る
。

Ｑ
・
介
護
の
程
度
で
違
う
と
思
う
が
、
平
均
で
個
人
負

　
　

担
は
ど
の
程
度
か
。

Ａ
・
要
介
護
１
で
月
額
11
万
円
程
度
で
あ
り
、
そ
の
１

　
　

割
が
個
人
負
担
と
な
る
。

　

意
見
交
換
会
を
行
い
、
施
設
職
員
・
川
辺
保
健
福

祉
課
長
よ
り
話
を
聞
い
た
結
果
、
今
後
２
年
、
３
年

と
経
つ
と
経
営
も
安
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
施
設

長
も
地
域
の
井
戸
端
的
施
設
に
し
た
い
旨
の
積
極
的

な
意
気
込
み
が
見
ら
れ
、
当
初
の
不
安
が
和や

わ

ら
い
だ

感
じ
が
し
た
。

　

し
か
し
、
他
市
町
村
の
施
設
に
も
言
え
る
こ
と
で

あ
る
が
、
利
用
者
の
自
己
負
担
額
、
特
に
年
金
生
活

者
に
と
っ
て
は
負
担
が
大
き
い
と
感
じ
た
。

　

な
お
、
長
崎
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
火
災
に
お
い

て
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
の
検
討
が
急
が
れ
て

お
り
、
本
施
設
へ
の
設
置
義
務
は
な
い
が
、
今
後
、

設
置
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
助
成
金
等
の
措
置

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
「
五
木
の
友
」

　

開
所
１
年
を
迎
え
意
見
交
換
会　
　
　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
会

施設職員との意見交換会

調
査
内
容
と
意
見
交
換

施
設
側
よ
り

委
員
か
ら
の
質
疑

ま
と
め

サービス費用自己負担額

要介護度　　　　自己負担額（１ヶ月）

要支援1　　　　　　　　　4,469 円

要支援 2　　　　　　　　　7,995 円

経過的要介護（現要支援）　　　4,469 円

要介護 1　　　　　　 　　11,430 円

要介護 2　　　　　　 　　16,325 円

要介護 3　　　　　　　　 23,286 円

要介護 4　　　　　　　　 25,597 円

要介護 5　　　　　　　　 28,120 円

その他の自己負担額

朝　　食　　 　　　（1日）380円

昼　　食（おやつ代含む）　　　　400円

夕　　食　　　　　　　  400 円

お む つ　　　　　    （1枚）50円

衛 生 費　　　　　 契約書による

特別徴収　　　　　契約書による

宿　　　泊　　　費

個　　室（1泊）　　　　　1,300円
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平
成
25
年
2
月
13
日
と
2
月
26
日
に
昨
年
7
月
12

日
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
多
大
な
被
害
を
受
け
た
仰

烏
帽
子
山
登
山
に
重
要
な
「
林
道
相
良
五
木
線
」
と

県
道
五
木
湯
前
線
の
迂
回
路
と
な
る
「
林
道
空
舎
線
」

に
つ
い
て
、
被
害
状
況
の
確
認
の
た
め
、
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

　

林
道
相
良

五
木
線
は
数

箇
所
の
路
肩

決
壊
が
発
生

し
て
お
り
、

災
害
時
は
路

面
が
川
と
な

り
岩
石
を
押

し
流
し
て
い

る
よ
う
で
あ

る
。
登
山
口
よ
り
上
に
お
い
て
は
、
迫
々
か
ら
の
土

砂
や
石
灰
岩
の
流
出
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

林
道
空
舎
線
に
お
い
て
は
、
地
山
が
崩
れ
、
路
肩

も
数
百
メ
ー
ト
ル
に
渡
り
決
壊
し
て
お
り
、
小
規
模

で
あ
る
が
多
数
の
落
石
が
発
生
し
、
車
両
の
通
行
に

支
障
を
来
し
て
い
た
。

　

林
道
相
良
五
木
線
は
、
仰
烏
帽
子
山
登
山
客
の
減

少
に
よ
る
観
光
面
や
道
の
駅
、
温
泉
な
ど
の
売
り
上

げ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
早
い
復
旧
が
必
要
で
あ

る
。

　

林
道
空
舎
線
は
、
迂
回
路
と
し
て
の
機
能
を
果
た

す
重
要
な
路
線
で
あ
る
が
、
地
山
が
動
い
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
梅
雨
時
期
や
台
風
等
も
考
慮
し
、
工
法

の
決
定
が
必
要
で
あ
る
。

林
道
相
良
五
木
線
・
林
道
空
舎
線
被
災
地
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
常
任
委
員
会

林道空舎線（地山が動いている）

林道相良五木線（仰烏帽子第１登山口付近）

調
査
の
経
過

委
員
の
意
見

ま
と
め

現　

状

　

林
道
相
良
五
木
線
は
、
災
害
が
大
規
模
で
多
岐
に

渡
っ
て
お
り
、
早
い
復
旧
を
望
む
以
外
に
な
い
と
感

じ
た
。
ま
た
、
全
線
に
お
い
て
各
所
に
谷
止
工
が
必

要
で
あ
る
。

　

林
道
空
舎
線
は
、
地
元
住
民
へ
の
説
明
を
慎
重
に

行
い
、
安
定
工
法
で
早
い
復
旧
が
必
要
で
あ
る
。
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を 問 う ！
一般質問

公共事業は
　　　　　　────────── 山本議員

早く着工し、完工したい
　　　　　　────────── 和田村長

山
本
議
員　

東
日
本
大
震

災
の
復
興
事
業
等
が
増

え
、
全
国
の
建
設
業
者
の

35
％
が
人
手
不
足
に
陥

お
ち
い

っ

て
い
る
。
ま
た
政
府
は
補

正
予
算
に
景
気
対
策
の
一

環
と
し
て
公
共
事
業
を
盛

り
込
ん
で
い
る
が
、
本
村

の
工
事
の
進
捗
と
そ
の
対

策
は
。

和
田
村
長　

公
共
土
木
、

林
道
、
農
地
災
害
ま
で
含

め
る
と
本
村
の
災
害
は
60

件
程
度
で
あ
る
。
災
害
復

旧
は
3
年
間
で
完
工
す
る

必
要
が
あ
り
、
再
度
災
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
早
く
着

工
し
、
完
工
し
た
い
。
指

摘
の
人
手
不
足
に
つ
い
て

は
建
設
業
界
か
ら
同
時
発

注
で
な
く
、
平
均
的
な
発

注
を
要
望
さ
れ
て
お
り
、

現
場
代
理
人
に
つ
い
て
も

１
現
場
1
人
が
標
準
で
あ

る
が
、
本
村
に
お
い
て
は

支
障
が
な
い
限
り
複
数
現

場
を
担
当
し

て
も
良
い
こ

と
に
し
て
い

る
。
進
捗
に

つ
い
て
は
現

在
、
目
立
っ

た
遅
れ
は
聞

い
て
い
な
い
。

質
問　

福
寿

草
の
群
生
地

で
あ
る
仰
烏

帽
子
山
に
通

じ
る
林
道
相

良
五
木
線
、

林
道
空
舎
線

の
危
険
性
、

生
活
道
路
で
あ
る
村
道
折

立
線
は
一
刻
も
早
い
復
旧

が
望
ま
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る

の
か
。

村
長　

こ
の
3
路
線
は
、

災
害
の
規
模
が
大
き
く
、

早
く
復
旧
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
折
立
線
は

手
前
の
方
か
ら
工
事
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
、
今

ど
う
に
か
施
工
順
序
の
計

画
が
で
き
つ
つ
あ
る
の

で
、
順
次
発
注
を
行
い
た

い
。
ま
た
相
良
五
木
線
、

空
舎
線
は
工
法
の
検
討
に

時
間
が
必
要
で
地
域
の
方

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
い
る
が
順
次
進
め
て

い
き
た
い
。

質
問　

安
倍
総
理
も
復
興

や
防
災
対
策
等
を
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
本
村
に
お
い

て
も
中
小
企
業
や
小
規
模

事
業
者
が
躍や

く
ど
う動
し
、
農
山

村
の
豊
か
な
資
源
が
成
長

の
糧か

て

と
な
る
、
地
域
の
魅

力
が
あ
ふ
れ
る
社
会
に
な

る
よ
う
「
強
い
五
木
村
」

に
す
る
と
言
っ
た
村
長
の

意
気
込
み
は
。

村
長　

こ
れ
は
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
が
相
ま
っ
て
効
果

が
出
る
も
の
で
あ
る
。
昨

年
は
九
折
瀬
等
の
災
害
が

あ
っ
た
が
、
思
わ
ぬ
と
こ

ろ
で
家
屋
被
害
が
発
生
す

る
と
言
う
よ
う
な
状
況
も

生
ま
れ
て
き
た
。
特
に
本

村
で
深
層
崩
壊
が
起
こ
る

と
川
辺
川
や
五
木
小
川
に

天
然
ダ
ム
が
で
き
、
交
通

途
絶
が
大
規
模
に
起
こ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
中
、

空
と
地
上
か
ら
の
支
援
対

策
を
ど
う
す
る
か
で
あ

る
。
国
交
省
も
山
間
地
に

お
け
る
通
信
網
の
確
保
や

災
害
対
応
の
訓
練
を
さ
れ

て
お
り
、
ソ
フ
ト
面
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
と
と
も

に
国
・
県
に
対
し
て
は
、

強
く
最
上
の
工
事
施
工
を

お
願
い
し
、
一
生
懸
命
努

力
し
た
い
。

橋梁が流された村道折立線
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一般質問一般質問

村 づ く り 　

道州制にはどう対応
　　　　　　───────── 岡本正議員

反対の意思表示をしている
　　　　　　────────── 和田村長

岡
本
議
員　

道
州
制
導
入

の
動
き
が
あ
る
が
、
本
村

の
様
な
小
さ
な
自
治
体
は

ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の

か
。
ま
た
現
在
の
プ
ロ
セ

ス
と
、
い
つ
、
誰
が
決
定

す
る
の
か
。

和
田
村
長　

現
在
の
県
を

廃
止
、
道
州
に
し
て
財
源

と
権
限
を
移
し
市
町
村
を

無
く
し
20
〜
30
万
人
の
基

礎
自
治
体
に
し
て
自
ら
の

財
源
で
運
営
す
る
。
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
う
な
る

と
税
収
や
予
算
配
分
が
人

口
の
多
い
と
こ
ろ
に
集
中

し
て
し
ま
う
全
国
町
村
会

の
資
料
に
よ
る
と
小
さ
な

自
治
体
は
戸
籍
事
務
な
ど

に
限
定
さ
れ
て
く
る
と
思

う
。
政
府
は
平
成
25
年
度

予
算
成
立
後
、法
案
提
出
、

27
年
度
関
係
法
案
整
備
、

30
年
度
に
導
入
目
途
と
し

て
い
る
。

質
問　

九
州
知
事
会
や

経
済
同
友
会
は
道
州
制

導
入
に
積
極
的
と
聞
く
。

今
国
会
に
基
本
法
案
を

提
出
、
可
決
す
る
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
進

む
と
思
う
が
、
県
の
町

村
会
で
は
、
ど
う
議
論

さ
れ
て
い
る
の
か
。

村
長　

県
の
町
村
会
、
ま

た
議
長
会
も
す
べ
て
導
入

に
は
反
対
の
決
議
を
し
て

い
る
。

質
問　

基
礎
自
治
体
を
20

〜
30
万
人
単
位
と
す
る
と

い
う
事
は
強
制
合
併
の
様

な
も
の
。
前
回
の
合
併
よ

り
大
き
な
自
治
体
に
な

る
。
本
村
の
よ
う
な
山
間

地
は
衰
退
し
高
齢
化
が
進

む
の
で
は
な
い
か
。
法
案

が
可
決
す
る
と
従
う
し
か

な
い
の
で
情
報
を
共
有

し
、
町
村
会
で
も
議
論
し

行
動
す
る
こ
と
等
、
必
要

と
思
う
が
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

村
長　

豊
か
な
山
村
文
化

を
守
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思

う
。
河
川
の
上
流
に
あ
る
町

村
が
山
を
守
り
Ｃ
Ｏ
2

の
吸

収
、
木
材
の
提
供
、
き
れ

い
な
水
の
供
給
を
す
る
こ

と
で
都
市
部
が
発
展
す
る

訳
な
の
で
山
間
地
域
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
は
困

る
。
郡
の
町
村
会
、
県
の

町
村
会
、
全
国
町
村
会
で

も
反
対
の
意
思
表
示
を
し

て
い
る
。

●
人
材
育
成
助
成
金
の
活

　

用
と
効
用

質
問　

人
材
育
成
助
成
金

は
毎
年
度
、
ど
れ
く
ら
い

の
人
が
活
用
し
、
そ
の
効

果
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、

減
額
補
正
が
続
い
て
い
る

が
そ
の
原
因
は
。

村
長　

平
成
６
年
か
ら
26

件
、
延
べ
３
５
８
人
の
活

用
で
あ
る
。
修
学
旅
行
、

資
格
講
習
会
、
視
察
研
修

等
に
使
い
、
効
果
に
つ
い

て
は
様
々
だ
思
う
。
い
ろ

ん
な
申
請
が
あ
り
認
可
に

悩
む
。
多
く
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
多
い
時
で

４
件
位
な
の
で
Ｐ
Ｒ
も
足

り
な
い
と
思
う
。

質
問　

技
術
取
得
に
は
時

間
も
お
金
も
か
か
る
。
今

の
条
例
で
は
使
い
勝
手
が

悪
い
の
で
条
例
の
改
正
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

村
長　

助
成
率
は
80
％
位

で
20
％
が
自
己
負
担
で
あ

る
。
生
活
に
困
窮
し
研
修
が

で
き
な
い
で
は
困
る
の
で
一

定
の
生
活
費
は
保
障
し
研
修

が
で
き
る
機
会
は
こ
の
枠
以

外
で
も
設
け
た
い
。

ツリークライミング体験会の様子
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を 問 う ！
一般質問

山
下
議
員　

小
水
力
発
電
の
本
格

調
査
を
平
成
24
年
度
か
ら
進
め
ら

れ
、
候
補
地
が
3
箇
所
と
の
こ
と

だ
が
、
現
状
は
。

和
田
村
長　

平
成
22
年
度
総
務
省

の
「
緑
の
分
権
予
算
」
で
11
箇
所

を
調
査
し
、
そ
の
う
ち
3
箇
所
が

有
望
と
判
明
し
た
。
現
在
、
宮ぐ

う

目め

木き

谷
を
年
間
流
量
の
調
査
を
し
て
、

良
け
れ
ば
25
年
度
、
概
略
設
計
に

入
り
た
い
。

質
問　

こ
の
発
電
し
た
電
力
利
用

は
、
議
員
提
案
で
地
元
産
業
の
育

成
に
。
残
り
は
売
電
に
よ
り
財
源

確
保
を
目
的
と
し
て
い
た
。
村
長

は
村
内
全
世
帯
を
賄ま

か
な

う
能
力
が
あ

る
と
い
わ
れ
た
が
、
設
計
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

調
査
報
告
で
は
年
間
２
５

０
万
kw
売
電
す
る
と
年
間
７,
５

０
０
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

約
７
０
０
世
帯
を
賄
う
こ
と
が
出

来
る
。
五
木
村
は
自
然
に
恵
ま
れ

た
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
日
本
一
の
村

に
し
た
い
夢
を
私
は
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
候
補
地
は
水
没
予
定
地
で

あ
る
の
で
起
業
を
考
え
る
と
「
河

川
占
用
手
続
き
」
が
必
要
と
な
る
。

質
問　

エ
コ
を
目
指
し
た
村
は
定

住
促
進
に
も
繋
が
る
良
い
考
え
で

あ
る
が
、
九
州
電
力
な
ど
と
の
関

係
は
ク
リ
ア
出
来
る
の
か
、
ま
た

実
現
可
能
な
の
か
。

村
長　

諸
規
定
を
ク
リ
ア
す
る
こ

と
は
十
分
可
能
だ
と
思
う
。
経
済

産
業
省
、
九
電
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
は
自
治

体
電
力
事
業
に
前
向
き
で
あ
り
、

停
電
時
の
対
応
に
も
非
常
に
有
利

に
な
る
。

質
問　

栗
鶴
谷
な
ど
、
他
の
２
箇

所
は
ど
う
な
の
か
。

村
長　

25
年
度
か
ら
流
量
調
査
を

す
る
。
他
に
国
土
交
通
省
の
砂
防

ダ
ム
で
落
差
が
あ
る
と
こ
ろ
の
資

料
を
も
ら
っ
て
い
る
。
簡
易
な
方

法
で
発
電
が
可
能
か
調
査
検
討
を

す
る
。

●
温
泉
の
熱
源
変
更
は

質
問　

昨
年
温
泉
の
熱
源
変
更
計

画
で
予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
そ
の

後
、
減
額
さ
れ
、
化
石
燃
料
か
ら

木
質
へ
の
変
更
と
比
較
表
を
用
い

説
明
さ
れ
た
が
、
薪
利
用
が
ベ
ス

ト
か
、
十
分
検
討
さ
れ
た
の
か
。

村
長　

既
存
の
重
油
と
新
た
に
電

気
と
木
質
を
比
較

し
た
。
ま
た
、
木

質
に
つ
い
て
は

薪
・
チ
ッ
プ
・
ペ

レ
ッ
ト
の
3
種
類

を
比
較
し
た
が
購

入
費
、経
済
性
と
、

村
内
供
給
を
考
え

る
と
薪
炊
き
が
最

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
判
断
し
た
。

質
問　

チ
ッ
プ
な

ら
企
業
育
成
、
雇

用
、
製
品
出
荷
な

ど
有
利
と
思
う
が

木
材
の
消
費
や
村

全
体
を
考
え
て
の
判
断
な
の
か
。

村
長　

チ
ッ
プ
工
場
と
な
る
と
雇

用
は
確
保
で
き
る
が
製
品
の
販
売

先
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
今
回
は

消
費
量
も
多
く
な
い
し
現
実
的
に

林
地
残
材
で
賄
え
る
の
で
薪
炊
き

が
有
利
と
判
断
し
た
。

温泉熱源として検討された木質ペレット

小
水
力
発
電
は
│
│
│
│
│
│
│
│
│
山
下
議
員

概
略
設
計
に
入
り
た
い
│
│
│
│
│
│
和
田
村
長



いつき議会だより　No.104

平成25年4月30日発行
11

田
山
議
員　

今
、
人
口
減
少
や
少

子
化
、
若
者
の
雇
用
対
策
等
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
県
と
の
約
束

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

和
田
村
長　

県
の
施
設
も
含
め
て

約
束
し
て
あ
る
が
今
の
と
こ
ろ
全

然
進
ん
で
い
な
い
。

質
問　

県
も
財
政
難
で
厳
し
い
の

は
わ
か
る
が
、
今
の
五
木
村
の
現

状
を
見
て
県
に
は
、
も
っ
と
強
く

要
望
す
べ
き
だ
。
球
磨
郡
内
に
は

こ
の
十
年
く
ら
い
の
間
に
十
数
社
、

企
業
が
来
て
い
る
。五
木
も
頑
張
っ

て
誘
致
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

木
材
を
活
用
し
た
工
場
を

作
れ
ば
ど
う
か
と
話
は
あ
る
が
、

土
地
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

具
体
的
に
何
か
あ
れ
ば
提
言
し
て

ほ
し
い
。
頑
張
り
た
い
。

質
問　

今
度
、
坊
主
山
を
切
っ
て

７
〜
８
０
０
坪
の
土
地
が
で
き
た

が
、
そ
こ
に
雇
用
対
策
に
な
る
よ

う
な
企
業
誘
致
を
す
れ
ば
ど
う
か
。

村
長　

坊
主
山
に
限
ら
ず
全
体
的

に
適
地
が
あ
る
か
、
提
言
を
含
め

て
十
分
検
討
す
る
。

一般質問一般質問

村 づ く り 　

坊主山広場

若
者
の
雇
用
対
策
は
│
│
│
│
│
│
│
田
山
議
員

前
向
き
に
進
め
る
│
│
│
│
│
│
│
│
和
田
村
長
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を 問 う ！
一般質問

前期基本計画の成果は
　　　　　　─────────岡本精二議員

人口減少の一途をたどっている
　　　　　　────────── 和田村長

岡
本
議
員　

平
成
30
年
を

目
標
に
し
た
五
木
村
の
姿

を
掲
げ
て
策
定
さ
れ
た
基

本
構
想
の
内
前
期
基
本
計

画
（
平
成
21
年
度
〜
25
年

度
）
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
か
。

和
田
村
長　

前
期
基
本
計

画
の
中
で
道
路
改
良
事
業

な
ど
は
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お

り
進
捗
し
て
い
る
。
ダ
ム

事
業
に
係
る
部
分
が
思
う

よ
う
に
は
進
ん
で
い
な
い
。

目
標
の
人
口
も
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
反
省

す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

生
産
年
齢
人
口
を

増
や
す
こ
と
が
重
要
課
題

で
あ
る
が
、
生
産
年
齢
は

38
人
の
減
。
一
方
、
高
齢

化
率
42
・
５
％
と
県
下
1

位
で
何
ら
改
善
が
見
ら
れ

な
い
。
昨
年
、
ひ
と
月
に

1
人
増
や
す
提
案
を
し
た

が
、
ど
う
取
り
組
ま
れ
た

の
か
。

村
長　

人
口
を
増
や
す
提

案
を
受
け
、
道
の
駅
を
核

と
し
た
産
業
振
興
と
資
源

を
活
用
し
た
従
事
者
を
ど

う
増
や
す
か
だ
。
ま
た
村

内
企
業
な
ど
に
若
者
層
の

就
労
を
お
願
い
を
し
て
、

森
林
組
合
で
は
村
外
か
ら

の
通
勤
者
が
二
十
数
人
お

ら
れ
る
。
そ
の
様
な
方
に

五
木
村
に
住
ん
で

も
ら
う
お
願
い
を

し
て
い
る
が
、
実

現
は
難
し
い
。
し

か
し
、
定
住
促
進

を
図
る
た
め
に
今

回
、
空
き
家
の
改

修
を
提
案
し
て
い

る
。
ま
た
、
ひ
と

月
に
1
人
増
や
す

こ
と
は
実
現
で
き

て
な
い
。

質
問　

人
口
を
増

や
す
方
法
は
小
中
学
校
、

高
校
の
教
職
員
に
五
木
に

住
ん
で
も
ら
え
ば
人
口
増

加
に
な
り
税
収
も
伸
び
る

と
思
う
。
そ
れ
に
は
住
宅

環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
と
並
行
し
て
、
雇
用

の
確
保
を
図
る
。
村
に
は

特
殊
な
事
情
が
あ
る
の
で

熊
本
県
に
要
望
し
て
い
く

考
え
は
。

村
長　

以
前
は
教
職
員
も

五
木
に
住
ん
で
社
会
教
育
、

地
域
活
動
に
活
躍
さ
れ
て

い
た
。
実
現
の
た
め
に
は

ま
ず
住
宅
の
整
備
が
必
要
。

●
後
期
基
本
計
画
の
取
り

　

組
み

質
問　

後
期
基
本
計
画
策

定
は
25
年
度
に
策
定
さ
れ
る

が
、
村
長
は
ど
う
取
り
組
ま

れ
、
前
期
基
本
計
画
の
反
省

を
踏
ま
え
、
新
た
な
施
策
を

後
期
基
本
計
画
に
ど
う
盛
り

込
ま
れ
る
の
か
。

村
長　

後
期
基
本
計
画
は

前
期
を
反
省
し
再
生
総
合

審
議
会
に
諮
問
し
て
答
申

を
受
け
た
上
で
議
会
に
提

案
し
た
い
。
議
会
と
一
体

と
な
っ
た
計
画
を
作
り
た

い
と
思
う
。

●
ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く

　

り
計
画
の
進
捗

質
問　

熊
本
県
と
村
が
策

定
し
た
「
ふ
る
さ
と
五
木

村
づ
く
り
計
画
」
の
中
の

現
状
課
題
と
し
て
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
が
あ
る
、
現

状
の
ま
ま
で
は
集
落
の
機

能
維
持
は
お
ろ
か
、
村
の

存
立
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
。

若
者
の
就
業
な
ど
で
定
住

で
き
る
村
づ
く
り
の
た
め

に
施
策
を
さ
れ
た
が
、
そ

の
進
捗
状
況
は
。

村
長　

働
く
場
づ
く
り
、

暮
ら
し
づ
く
り
、
人
づ
く
り

の
関
連
を
深
め
、
安
心
し
て

続
け
ら
れ
る
村
づ
く
り
の
た

め
に
努
力
し
て
い
く
。

●
昭
和
38
年
８
月
災
害

質
問　

昭
和
38
年
８
月
17

日
の
集
中
豪
雨
災
害
か
ら

50
年
目
の
節
目
と
な
る

が
、
村
と
し
て
復
興
記
念

な
ど
の
計
画
あ
る
の
か
。

村
長　

地
元
関
係
者
と
協

議
し
て
計
画
し
た
い
、
予

算
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
６
月
の
議
会
に
提
案

し
た
い
。

災害復興記念碑（横手公園内）
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村 づ く り 　
一般質問

災害復旧は
　　　　　　────────── 早田議員

再度被災しない様に行う
　　　　　　─────────森田建設課長

早
田
議
員　

昨
年
７
月
12

日
に
発
生
し
た
水
害
の
災

害
復
旧
工
事
の
状
況
と
進

捗
は
。

森
田
建
設
課
長　

村
道
の

災
害
復
旧
工
事
申
請
が
35

件
。
そ
の
中
で
年
度
内
発

注
お
よ
び
竣
工
が
７
本
、

繰
り
越
し
が
15
本
、
次
年

度
予
算
で
発
注
13
本
。
林

道
に
つ
い
て
は
23
件
う
ち

３
月
竣
工
発
注
が
８
本
、

繰
り
越
し
が
12
本
、
次
年

度
予
算
発
注
が
３
本
と

な
っ
て
い
る
。

質
問　

家
屋
の
被
害
に
つ

い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

川
辺
保
健
福
祉
課
長　

家

屋
の
全
壊
４
件
、
床
上
浸

水
２
件
、
床
下
浸
水
７
件

が
被
災
し
九
折
瀬
地
区
３

件
の
方
々
を
除
き
、
す
べ

て
復
旧
し
て
い
る
。

質
問　

家
屋
被
災
を
受
け

た
方
へ
の
精
神
的
、
経
済

的
支
援
が
必
要
で
、
長
野

県
の
栄
村
な
ど
は
、
人
口

流
出
対
策
が
急
務
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
五
木

村
は
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

村
長　

ハ
ー
ド
面
に
関
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し

て
い
る
。
精
神
面
の
ケ
ア

に
つ
い
て
は
保
健
師
の
訪

問
と
私
も
時
間
を
作
り
話

を
伺
っ
た
り
し
て
、
被
災

さ
れ
た
方
に
今
後
の
こ
と

の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

質
問　

災
害
復
旧
は
原
形

回
復
が
基
本
と
云
わ
れ
て

い
る
が
、
再
度
被
災
し
な

い
よ
う
な
現
場
の
工
事
が

必
要
な
箇
所
が
あ
る
が
ど

う
す
る
の
か
。

建
設
課
長　

基
本
は
原
形

回
復
だ
が
構
造
物
な
ど
は

よ
り
強
い
構
造
物
、
ま
た

は
根
入
れ
な
ど
再
度
災
害

に
遭
わ
な
い
計
画
を
し
て

い
る
。

質
問　

五
木
村
は
林
業
が

主
産
業
で
あ
る
と
す
る
な

ら
、
林
道
の
被
災
箇
所
、

特
に
折
立
線
な
ど
は
、
迂

回
し
て
仕
事
現
場
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

だ
が
、
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

建
設
課
長　

折
立
線
は
被

災
箇
所
が
13
か
所
あ
り
５

月
位
に
建
設
機
材
の
搬
入

が
で
き
る
状
況
に
な
り
次

第
、
可
能
で
あ
れ
ば
復
旧

に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
ゴ
ミ
減
量
対
策

質
問　

本
村
に
お
け
る
ゴ

ミ
減
量
対
策
と
資
源
ゴ
ミ

の
リ
サ
イ
ク
ル
状
況
は
。

保
健
福
祉
課
長　

人
吉
球

磨
全
体
で
見
る
と
努
力
の

結
果
、
減
っ
て
き
て
い
る

が
本
村
で
は
過
去
４
年
間

に
１
回
の
搬
送
で
１
０
０

㎏
程
度
増
え
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

質
問　

人
口
は
減
っ
て
い

る
の
に
ゴ
ミ
の
量
は
増
え

て
い
る
と
い
う
現
状
に
リ

サ
イ
ク
ル
、
資
源
ゴ
ミ
な

ど
の
分
別
で
資
源
と
し
て

出
す
よ
う
な
工
夫
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

ク
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
で
は
ゴ
ミ
分
別

の
研
修
な
ど
も
や
っ
て
い

る
の
で
今
後
、
企
画
し
て

意
識
改
革
を
進
め
取
組
み

た
い
。

(

そ
の
他
村
長
所
信
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。)

昨年7月水害により決壊した県道宮原五木線
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一般質問

を 問 う ！

中
村
議
員　

宮
園
・
竹
の
川
の
治
水

対
策
事
業
が
始
ま
り
２
年
が
経
過

し
た
。
対
策
工
事
に
よ
り
昨
年
７
月

豪
雨
の
時
に
甚
大
に
な
る
の
を
防

げ
た
と
感
じ
た
が
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

和
田
村
長　

工
程
表
に
基
づ
き
確

実
に
実
行
さ
れ
て
い
る
。
竹
の
川
地

区
で
は
４,
７
０
０
㎡
の
河
川
土
砂

を
取
り
除
い
た
こ
と
に
よ
り
流
下

能
力
が
増
し
、
被
害
を
抑
え
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

住
民
に
対
し
説
明
が
不
十

分
で
は
と
不
安
の
声
を
聴
く
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

県
も
村
も
年
１
回
は
地
元

に
説
明
す
る
約
束
に
な
っ
て
い
る
。

予
算
が
12
月
末
に
決
ま
り
、
４
月
に

確
定
と
な
る
と
遅
く
な
る
の
で
２

月
に
行
っ
た
が
決
定
し
て
い
な
い

部
分
が
あ
り
歯
切
れ
の
悪
い
説
明

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

質
問　

再
び
災
害
が
起
き
た
場
合
、

現
在
の
施
工
で
、
住
民
の
安
全
が
守

れ
る
の
か
不
安
だ
根
本
対
策
と
し

て
国
道
を
含
む
宅
地
の
か
さ
上
げ

が
必
要
と
住
民
も
要
望
し
て
い
る
。

現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

調
査
の
段
階
で
３
月
中
に

結
果
が
出
る
予
定
で
あ
る
。
国
道
４

４
５
号
の
宮
園
地
区
か
ら
水
害
に

遭
う
所
の
か
さ
上
げ
以
外
は
、
ま
だ

検
討
課
題
で
、
ツ
ガ
ノ
キ
の
所
は
災

害
復
旧
と
改
良
工
事
を
組
み
合
わ

せ
た
施
工
方
法
が
生
み
出
せ
た
。
他

の
箇
所
の
危
険
度
は
わ
か
っ
て
い

る
が
財
政
事
情
や
優
先
順
位
の
判

断
な
ど
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

東
日
本
大
震
災
で
さ
え
風

化
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る
。
行
政
そ

し
て
我
々
も
災
害
時
の
住
民
の
つ

ら
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
が
。

村
長　

五
木
の
災
害
に
関
し
て
は

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
要
望
し
て
い
る
。

国
に
も
６
回
要
望
し
て
危
険
箇
所

に
新
た
に
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
し
、

砂
防
ダ
ム
の
計
画
を
し
て
い
る
。

質
問　

昨
年
７
月
の
村
内
豪
雨
災

害
に
つ
い
て
住
民
に
対
し
情
報
提

供
な
ど
の
説
明
会
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
か
。

森
田
建
設
課
長　

九
折
瀬
地
区
に

は
、
砂
防
の
予
算
が
付
い
た
時
点

（
昨
年
末
）
で
行
い
、
砂
防
ダ
ム
を

２
基
造
り
土
砂
を
止
め
る
計
画
だ

が
、
河
川
で
は
な
い
の
で
ダ
ム
の

間
の
流
路
の
対
策
が
取
れ
な
い
の

で
国
に
再
度
、
流
路
工
の
要
望
を
し

た
。

質
問　

梅
雨
ま
で
数
ヶ
月
と
な
り

計
画
に
も
乗
っ
て
な
い
状
況
で
住

民
の
声
に
ど
う
応
じ
ら
れ
る
の
か
。

村
長　

国
も
着
手
し
た
い
意
向
だ

が
現
地
測
量
、
住
宅
整
備
、
用
地
買

収
、
工
事
内
容
な
ど
、
様
々
な
要
素

が
あ
る
。
梅
雨
の
時
期
つ
い
て

は
応
急
工
事
は
し
た
が
、
安
全

性
は
十
分
で
は
な
い
の
で
避
難

を
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
る
。

質
問　

被
災
者
へ
の
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
や
今
後
の
生
活
再
建
へ
の

関
わ
り
は
、
ま
た
期
限
付
き
の

住
宅
提
供
や
税
の
免
除
な
ど
が

あ
る
が
期
限
が
切
れ
た
後
、
ま

だ
再
建
が
困
難
な
場
合
は
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

村
長　

被
災
の
状
況
、
家
族
の

状
況
様
々
な
の
で
、
個
々
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
２
年
と
い
う
期
限
は
あ
る

が
状
況
に
よ
り
延
長
措
置
も
考
え

る
可
能
性
も
あ
る
。

質
問　

現
状
回
復
の
災
害
復
旧
で

な
く
災
害
の
教
訓
を
生
か
し
、
今
後

の
災
害
に
耐
え
う
る
強

き
ょ
う
じ
ん靭

化
計
画

は
具
体
的
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

村
長　

九
折
瀬
で
は
新
た
に
築
造

す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
強
靭
化
計

画
の
一
つ
の
事
例
で
あ
る
。
ま
た
砂

防
ダ
ム
の
老
朽
化
が
あ
る
の
で
補

強
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
も
強
靭

化
の
補
正
予
算
の
事
例
で
あ
る
。

川辺川と梶原川の合流点

治
水
対
策
工
事
の
進
捗
は
│
│
│
│
│
中
村
議
員

工
程
表
に
基
づ
き
実
施
│
│
│
│
│
│
和
田
村
長
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樅
木
議
員　

現
在
水
没
予
定
地
の

中
に
あ
る
旧
五
木
中
学
校
跡
地
を

中
心
に
整
地
が
さ
れ
て
い
る
が
、

村
は
ど
こ
ま
で
関
与
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
事
業
費
を
出
し
て
い
る

の
か
。
出
て
い
る
と
す
れ
ば
財
源

は
ど
こ
か
ら
な
の
か
。

和
田
村
長　

こ
の
中
学
校
跡
地
も

そ
う
で
あ
る
が
、
水
没
予
定
地
内

に
は
土
捨
て
場
が
い
く
つ
か
あ
る
。

国
交
省
が
土
捨
て
場
と
し
て
指
定

を
し
て
土
砂
を
捨
て
て
い
る
わ
け

で
、
危
険
性
が
な
い
よ
う
に
国
交

省
の
方
で
整
理
を
し
た
い
と
村
と

し
て
も
危
険
性
が
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
と
。
ご
指
摘
の
中
学
校

跡
地
周
辺
に
つ
い
て
は
、
後
々
、

村
が
計
画
を
し
た
い
の
で
、
出
来

る
だ
け
平
地
に
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
と
お
願
い
し
た
。
こ
れ
は
平

地
で
使
う
か
ど
う
か
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
使

い
勝
手
、
設
計
が
し
易
い
よ
う
に

と
、
お
願
い
し
て
工
事
を
し
た
が
、

国
交
省
の
ま
だ
所
有
物
な
の
で
、

村
と
し
て
は
占
用
も
何
も
し
て
い

な
い
。
財
源
も
国
交
省
の
費
用
で

あ
る
。

質
問　

村
で
は
水
没
予
定
地
の
暫

定
利
活
用
計
画
を
策
定
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
先
ほ
ど
の
答
弁
で

水
没
予
定
地
は
国
交
省
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
村
の
利

活
用
計
画
が
策
定
さ
れ
れ
ば
、
こ

れ
に
絡
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
な
る
と
村
民
等
か
ら
も
質
問

な
ど
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

説
明
会
な
ど
開
く
予
定
は
。

村
長　

利
活
用
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
３
月
23
日
に
答
申
を
頂

く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
現

段
階
で
は
何
も
言
え
な
い
。
し
か

し
関
連
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
国
交
省
に
は
占
用
さ
せ
て
下

さ
い
、
貸
し
て
下
さ
い
と
申
し
上

げ
て
い
る
。

質
問　

水
没
予
定
地
内
で
、
色
ん

な
計
画
が
図
ら
れ
れ
ば
、
村
内
外

で
、「
も
う
ダ
ム
は
出
来
な
い
の
で

は
」
と
い
う
思
い
が
広
が
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
村
長
は
定
例
会

冒
頭
に
「
ダ
ム
建
設
が
再
び
前
進

す
る
事
は
難
し
い
の
で
は
」
と
申

さ
れ
「
ダ
ム
は
建
設
さ
れ
る
べ
き

も
の
」
と
も
言
っ
て
お
ら
れ
、
こ

れ
で
は
村
自
ら
前
進
も
後
退
も
し

な
い
２
枚
看
板
を
背
負
わ
さ
れ
た

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
村
民
に
対
す
る
説

明
は
。

村
長　

こ
れ
は
非
常
に
重
要

な
話
で
あ
り
村
の
振
興
の
根

幹
に
関
わ
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。
現
在
ダ
ム
に
よ
ら
な

い
治
水
を
協
議
す
る
場
と
い

う
の
が
あ
り
幹
事
会
ま
で
開

い
た
が
、
本
会
議
は
開
か
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
紆

余
曲
折
あ
り
法
整
備
が
整
っ

て
な
い
今
、
私
が
、
ど
う
こ

う
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
な

い
。
し
か
し
村
の
振
興
は

待
っ
た
な
し
で
あ
り
、
財
源
も
要

る
と
い
う
事
で
議
会
と
も
十
分
協

議
し
て
い
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も

利
活
用
で
き
る
所
か
ら
進
め
て
い

く
。
そ
の
中
で
自
ず
と
結
論
は
出

て
く
る
の
で
は
。
た
だ
住
民
に
対

す
る
説
明
は
正
確
な
話
と
し
て
実

施
す
る
時
期
は
必
ず
や
っ
て
く
る

と
思
っ
て
い
る
。

暫定利活用が計画されている水没予定地

村 づ く り 　
一般質問

ど
う
な
る
水
没
予
定
地
│
│
│
│
│
│
樅
木
議
員

暫
定
利
活
用
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
│
│
和
田
村
長
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4月1日 五木中央保育所入園式（全議員）
4月3日 4月定例全員協議会
 広報委員会
4月5日 経済常任委員会
4月8日 五木東小学校入学式（全議員）
4月9日 五木中学校入学式（全議員）
 人吉高校五木分校入学式（全議員）
4月10日 4月定例郡議長会議（議長）
4月11日 球磨地域振興局幹部との懇談会（議長）
4月12日 広報委員会
 球磨郡監査委員協議会第25回定期総

会（岡本精議員）
4月14日 あさぎり町合併10周年記念式典（議長）
4月19日 広報委員会
4月23日 平成25年度五木村戦没者追悼式（全議員）
4月24日 例月現金出納検査（岡本精議員）

4月25日 広報委員会
4月26日 例月現金出納検査（岡本精議員）
5月8日 5月定例全員協議会
5月10日 5月定例郡議長会議（議長）
5月13日 一般県道小鶴原女木線改良貫通促進

期成会総会（議長）
5月16日 平成25年度町村議会議長研修会（議長）
5月19日 保・小・中・高合同運動会
5月22日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員

会（早田議員）
5月23日 九州治水期成同盟連合会第56回定

期総会（議長）～24日
5月28日 第38回全国町村議会議長・副議長研

修会（正副議長）～29日
5月29日 人吉球磨広域行政組合議会臨時会

（早田・中村議員）

議会の動き（4月～5月）

追
跡

あ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
た
？

狭
きょうあい

隘な道路

　

議
会
だ
よ
り
「
や
ま
め
」
で
は
委
員
会
や
一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
下
谷
地
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
「
村
道
鶴
地
下
谷
線
道

路
拡
幅
改
良
工
事
」
に
つ
い
て
追
跡
し
ま
し
た
。

要
望
書「
村
道
鶴
地
下
谷
線
道
路
拡
幅
改
良
工
事
に
つ
い
て
」

要
望
書「
村
道
鶴
地
下
谷
線
道
路
拡
幅
改
良
工
事
に
つ
い
て
」

平
成
24
年
5
月
2
日

　

●
下
谷
地
区
区
長
よ
り
集
落
内
の
危
険
箇
所

　
　

の
道
路
拡
幅
改
良
工
事
の
要
望
書
を
議
会

　
　

で
受
付

平
成
24
年
6
月
議
会
定
例
会

　

●
経
済
常
任
委
員
会
へ
調
査
を
付
託

平
成
24
年
８
月
10
日

　

●
要
望
者
・
経
済
常
任
委
員
会
・
建
設
課
・

　
　

農
林
課
で
現
地
を
視
察

平
成
24
年
9
月
議
会
定
例
会

　

●
道
路
改
良
の
必
要
性
を
報
告
（
経
済
常
任 

　
　

委
員
会
）

現　

在

　

●
農
林
課
の
林
道
開
設
計
画
も
あ
り
、
地
元
へ
の
説
明
を
行
っ
た
が
地
形
的
な
問
題
も
あ
り

　
　

林
道
計
画
は
変
更
。

　

●
結
果
的
に
建
設
課
に
て
計
画
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
現
縦
断
勾
配
が
補
助
事
業
に
適

　
　

合
せ
ず
、
村
単
独
費
に
よ
る
部
分
改
良
で
今
後
、
具
体
的
な
計
画
が
さ
れ
る
。
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い
ち
ね
ん
せ
い
に

な
っ
て
や
っ
て
み
た

い
こ
と
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
で
す
。
た
く
さ
ん

れ
ん
し
ゅ
う
し
て
つ

よ
く
な
り
た
い
で
す
。

は
や
く
し
ょ
う
が
っ

こ
う
せ
い
か
つ
に
な

れ
て
お
と
も
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い
で
す
。
べ

ん
き
ょ
う
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

い
ち
ね
ん
せ
い
に

な
っ
て
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

　

い
ち
ね
ん
せ
い
に

な
っ
て
、
こ
く
ご
を
が

ん
ば
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
ほ
ん
を
よ
め
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

ぶ
か
つ
ど
う
は
サ
ッ
カ
ー
ぶ
に
は
い
り
た
い
で
す
。
お

と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ボ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
け
り
た

い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
や
っ
と
、

し
ょ
う
が
く
せ
い
に

な
れ
て
、
う
れ
し
い
で

す
。
い
ろ
ん
な
べ
ん

き
ょ
う
も
、
た
く
さ
ん

で
き
て
、
う
れ
し
い
で

す
。
た
く
ま
し
い
、
か

ら
だ
に
な
り
た
い
の

で
、
た
い
い
く
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
も
、
が
ん
ば
り
た
い
と

お
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ず
こ
う
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
は
、

い
ろ
ん
な
も
の
を
つ
く
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

い
ち
ね
ん
せ
い
に

な
っ
て
、
や
っ
て
み
た

い
こ
と
は
、
ブ
ラ
ン
コ

で
す
。
わ
け
は
、
ブ
ラ

ン
コ
に
な
か
な
か
の

る
き
か
い
が
な
い
か

ら
、
た
か
く
こ
い
で
い

る
ひ
と
を
み
て
い
い

な
と
お
も
い
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
じ
ょ
う
ず
に
こ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

た
か
く
た
か
く
こ
ぎ
た
い
で
す
。

　

熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら

平
成
25
年
２
月
19
日
、
正
副
議
長
在

任
７
年
以
上
の
議
員
に
贈
ら
れ
る
自

治
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
自
治
功
労
賞
を
受
賞

　

田
山
淳
士
議
員

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

今
回
は
五
木
東
小
学
校
の

新
入
生
４
名
に
書
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。

五
木
東
小
学
校　
一
年

な
が
い
あ
み 

ち
ゃ
ん

五
木
東
小
学
校　
一
年

み
や
は
ら
あ
や
か 

ち
ゃ
ん

五
木
東
小
学
校　
一
年

み
の
だ
り
ょ
う
た 

く
ん

五
木
東
小
学
校　
一
年

た
か
だ
ち
か 

ち
ゃ
ん
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五
木
村
議
会
だ
よ
り

発　

行　

五
木
村
議
会

編　

集　

議
会
広
報
委
員
会

〒
八
六
八̶

〇
二
〇
一  

熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
二
六
七
二
ー
七 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
六
六
）
三
七
ー
二
三
五
二

編
集
後
記

次
回
の
定
例
会
は
６
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
道
宮
原
五
木
線
を
頭

地
大
橋
よ
り
西
へ
約
４
㎞

行
っ
た
所
か
ら
平
瀬
渓
谷

（
五
木
小
川
）
が
始
ま
る
。

昨
年
夏
の
大
水
害
で
、
現

在
は
河
床
も
上
が
り
、
道

路
も
工
事
中
が
続
い
た
り

し
て
い
る
が
、
以
前
は
水

量
も
豊
富
で
川
底
に
泳
ぐ

魚
の
姿
も
は
っ
き
り
と
見

え
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
川
漁

や
水
遊
び
に
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

渓
谷
は
延
長
約
６
㎞
あ
り
、

折
立
谷
川
と
オ
サ
イ
谷
川

が
合
流
す
る
所
が
平
瀬
集

落
で
あ
る
。
平
瀬
地
区
は

現
在
、
上
と
下
に
分
か
れ

て
い
る
が
以
前
（
明
治
の

初
め
頃
）
は
平
瀬
村
と
呼

ば
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ

た
。
村
の
最
盛
期
（
昭
和

初
期
〜
30
年
頃
）
に
は
こ

の
集
落
も
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
と
伝
え
聞

く
。
幾
多
の
水
害
に
遭
い

な
が
ら
も
、
道
路
改
良
等

を
繰
り
返
し
、
現
在
、
県

道
宮
原
五
木
線
の
中
継
線

上
に
下
平
瀬
（
途
中
村
道

折
立
線
の
先
に
折
立
集

落
）、
小
椎
葉
、
椿
、
坂
下

と
小
さ
な
集
落
が
点
在
し
、

数
年
前
ま
で
小
椎
葉
地
内

に
は
五
木
東
小
学
校
の
分

校
が
あ
っ
た
。
少
子
化
の

波
に
さ
ら
さ
れ
平
成
17
年

に
閉
校
と
な
り
、
今
で
は

更
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
基
幹
林
道
浪
人
越
線

（
坂
下
〜
平
沢
津
）
が
整
備

さ
れ
大
藪
、
立
迫
集
落
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
先
に
あ

る
国
見
山
（
標
高
１,
２
７

１
ｍ
）
の
登
山
口
へ
も
行

け
る
。
更
に
坂
下
集
落
よ

り
３
０
０
ｍ
先
に
村
道
鴦

山
線
が
あ
り
、
そ
の
先
が

鴦
山
集
落
で
あ
る
。
平
瀬

地
区
も
歴
史
は
古
く
、
そ

の
昔
、
旦
那
と
呼
ば
れ
て

い
た
家
が
２
軒
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
所
に
阿
蘇
神

社
を
奉
り
堂
も
そ
れ
ぞ
れ

に
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
人
吉
に
あ
る
永
国

寺
の
境
内
に
は
、
西
南
の

役
（
１
８
７
７
年
（
明
治

10
年
）
の
折
、
敗
走
し
て

来
た
薩
軍
の
兵
士
と

思
し
き
浪
人
が
、
こ

の
地
で
息
絶
え
無
縁

仏
と
し
て
葬
ら
れ
て

い
る
事
を
知
っ
た
縁ゆ

か
り

の
人
に
よ
っ
て
永
国

寺
に
移
し
手
厚
く
葬

っ
た
と
記
し
た
墓
碑

が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
五
木
村
の
西
の

玄
関
口
大
通
峠
ま
で

は
約
６
㎞
で
あ
る
。

子守唄公園

旧役場跡

び

五

板木トン

（頭地大橋建設中）

ケヤキ明神岩
トンネル

田口の大イチョウ

頭地資料室
「やませみ」

旧東俣阿蘇神社

GS

五木温泉「夢唄」
レストラン「夢唄」

頭地

道の駅物産館
「山の幸」

JNC（旧チッソ）
頭地発電所

頭地橋

小八重橋

白滝公園

高野
土会平

国見山

平瀬渓谷
平
瀬

下
平
瀬

至
頭
地
→

元井谷

鴦山

←
至
大
通
峠

椿

小椎葉
大薮

辰迫

折立 25

五木村五木村のの宝宝
＝平　瀬＝平　瀬＝＝

シリーシリーズズ たたかからら

Vol.Vol.88

平瀬渓谷

頭地大橋渡り初
ぞ

めの様子


